
❶ 平日はほとんど学校にいることから、地震発生時、学校に潜む
危険は何か考える

❷ 各学校で定めている登下校の避難の方法を確認する

❸ 休日にはどんな危険が潜んでいるか考える

● 例) 理科室の薬品、調理実習中のコンロ 等

● 例) エレベーターに閉じ込められる、遠方に遊びに行って徒歩で帰れない 等

学習後の生徒の姿

p.14-15参照 p.13参照 p.12-13参照
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・
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⇨

⇨

戸棚、本棚、ロッカー等が倒れる可能性がある
蛍光灯、時計、テレビ、壁等が落下する可能性
がある
暖房器具の倒壊による火災発生の危険がある
倒れたり、落下したりしない場所へ速やかに
避難する
避難のタイミングを逃した場合は、机の下に
もぐったり頭部を保護する

普通教室（例）
①

普段、避難訓練で使用しない教室や特別教室で地震
が発生した時、どのような危険が潜んでいてどの
ように身を守れば良いのか考えておくことで、
発災時、少しでも慌てずに行動できるようにする。

学校によって教室の構造や種類、設置物が異なる
ため、ガイドに載っていない教室等も積極的に
取り入れて考えさせたい。

・

⇨
・
・
⇨

調理実習中の沸騰した湯や火で火傷する可能性
がある
倒れてこない場所へ速やかに避難する
ガス漏れによる火災発生の可能性がある
アイロンによる火災発生の可能性もある
ガスの元栓を閉め、電源を抜いて火災の原因
をなくす

家庭科室（例）

・
・

⇨
⇨

薬品棚が転倒し、薬品が散乱する可能性がある
棚の近くに座っている生徒はただちに棚から
離れる
アルコールランプやガスバーナーが倒れ出火する
揺れがおさまってから火を消し、ガスの栓を閉める

理科室（例）

ワークシートでは、1日の行動を円グラフで書き出すこと
で、視覚的にどの時間にどこにいるのかを把握する。
1日の行動を振り返ったうえで、考えられる危険について
ピックアップし、対策を考える。という流れで学習できる
ようになっている。

①横浜市学校防災計画にも「学校の対応(休校措置、
登下校時の対応、児童生徒の引き渡し、連絡方法)
について、教職員間で共通認識するだけで
なく、保護者に対して、機会あるごとに周知し、
徹底を図ること。また、必要な事項については、
児童生徒に対して防災教育の一環として教える
こと。」と明記されている。

学校内で行う避難訓練も大切だが登下校時の
避難の方法やその判断についての情報を確認して
おくことも大切である。

※引用：横浜市教育委員会
　　　 「横浜市学校防災計画-令和5年4月改訂版-」
　　　 第２部 震災対策編第１章 日常における学校防災対策
　　　 第１節 日常における学校防災体制の充実
　　　 １ 学校における防災体制 
　　　 （２）地震が発生した際の基本的な対応についての周知徹底

このページでは、災害安全に関する授業だけで考える
のではなく、避難訓練を通じて常日頃から「今地震が
起きたらどんな危険があるだろうか」「避難経路はどう
したらいいのだろうか」等、どのように身を守る行動を
するべきか考える習慣をつけさせたい。

※参照：福岡県教育委員会 「教師用指導資料 防災教育 地震」
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単語の意味の説明
生徒への支援の視点や発展的な内容

文字の色について

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/sesaku/school-bohan/bunya3000.files/0011_20230403.pdf
https://www.pref.fukuoka.lg.jp/uploaded/life/249439_52389098_misc.pdf
https://hamakko-bousai.yokohama/educational_animation/manual/download2023.html

